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私たちは、自然のうるおいの中で、
人それぞれの希望に満ちたくらしを支え、地域医療を推進します。! "

「
白
内
障
」
に
つ
い
て

「
白
内
障
」
に
つ
い
て

「
白
内
障
」
に
つ
い
て

眼
科　

医
師　

萩　

村　

徳　

一　

　

最
近
目
が
か
す
ん
だ
り
、
明
る
い
と
こ
ろ
に

出
る
と
異
常
に
眩
し
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
症
状
は
白
内
障
が
原
因

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
白
内
障
は
加
齢
に
よ
っ
て

眼
球
の「
水
晶
体（
レ
ン
ズ
）」と
い
う
と
こ
ろ
が

白
く
濁
っ
て
き
て（
図
参
照
）、
ス
リ
ガ
ラ
ス
を

通
し
て
見
て
い
る
よ
う
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
最
も
多
い
の
が

加
齢
に
よ
る
も
の
で
す
。
大
体
で
す
が
、
60
歳

を
越
え
る
と
白
内
障
に
な
っ
て
い
る
確
率
が
高

い
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
対
策
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
。
治
療
は
点
眼
治
療
と
手
術
治
療
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
点
眼
は
白
内
障
を
治
す
力
は
な

く
、
進
行
を
抑
え
る
の
み
で
す
。
治
癒
す
る
に

は
手
術
療
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
25
年
ほ
ど
前

の
昔
で
は
、
見
え
な
く
な
っ
て
か
ら
手
術
す
る

の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
近
年
、
手
術
技
術
と

器
械
の
進
歩
に
よ
り
、
非
常
に
安
定
し
た
手
術

を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
白
内
障
の

た
め
日
常
生
活
に
支
障
が
出
た
段
階
で
手
術
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
手
術
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
視
力
が
1.2
あ
る
人

で
も
手
術
を
行
っ
た
り
、
0.1
ほ
ど
の
視
力
で
も

手
術
を
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
手
術
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
眼
科
医
師
と
よ
く
相

談
の
う
え
決
定
し
ま
し
ょ
う
。　

　

次
に
、
手
術
の
方
法
に
つ
い
て
簡
単
に
お
話

し
し
ま
す
。
現
在
は
小
切
開
手
術
が
主
流
で
、

角
膜
に
2.5
㎜
ほ
ど
の
切
開
を
し
ま
す
。
こ
の
創

口
か
ら
濁
っ
た
水
晶
体
を
そ
の
殻
を
残
し
た
ま

ま
、
超
音
波
に
よ
り
粉
碎
除
去
し
、
残
っ
た
殻

の
部
分
に
新
し
い
人
工
レ
ン
ズ
を
挿
入
し
、
固

定
し
ま
す
。
傷
口
は
縫
合
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
麻
酔
は
点
眼
麻
酔
を
中
心
に
、
人
に
よ

っ
て
補
助
的
な
麻
酔
を
追
加
し
ま
す
。
手
術
の

時
間
は
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
当
施
設
で

は
10
〜
30
分
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
高

齡
に
な
る
と
手
術
が
で
き
な
い
と
考
え
る
患
者

さ
ま
も
お
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
白
内
障
は

高
齢
者
が
な
る
病
気
で
、
手
術
を
受
け
ら
れ
る

患
者
さ
ま
の
平
均
年
齢
は
80
歳
く
ら
い
で
す
。

95
歳
で
も
手
術
を
受
け
ら
れ
た
患
者
さ
ま
も
お

り
ま
す
。
あ
き
ら
め
ず
に
、
担
当
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
す
で
に
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
当
院
の
眼
科
で
は
現
在
手
術
を
休

止
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
度
中
に
は

再
開
の
見
込
み
で
す
の
で
、
ご
来
院
の
際
は
ス

タ
ッ
フ
や
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

正常眼の断面像
光は角膜、水晶体を通過し、網膜に
焦点を結ぶ

白内障の断面像
水晶体が混濁することで、光が十分
に眼底に届かなくなる

正常眼の見え方白内障眼の見え方
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診療日のご案内
説
明

診療科に対する曜日欄の記載は、○＝診療日、－　＝休診となります。
○と（休診有）の記載がある場合は、当月に臨時休診があります。備考欄で、休診日をご確認ください。
また、曜日欄に「日にち」の記載がある場合は、毎週ではなく診療日限定となります。

整形外科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

一
般
外
来

新　患 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8：00～10：00
㊋㊍㊏9：00～
㊊㊌㊎10：20～

再　診 ○ ○ ○ ○ ○ －
9：00～予　約

（再診） ○ ○ ○ ○ ○ －
予約方法は、P3上「予約
または予約変更につい
て」をご参照ください

専
門
外
来

脊椎 － 3日・17日 － － － － 8：00～10：00 10：20～
上肢 － － － ○ － － 予約制

9：00～足 － － － － 13日 － 8：00～10：00リウマチ － － － － － 7日・21日

形成外科
月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

－ － － － ○ － 13：00～14：30 13：30～

医師別の診療予定が必要な方は、医師（名字）・診療日（数字）が
記載された一覧を、病院・医療連携室にお申し出ください。

子どもの予防接種日程
予防接種 接種日 受付時間 接種時間

三種混合 ７月６日（金）
８月３日（金）

13：20～
　14：00 13：30～

麻しん・風しん混合
1期　2期　3期　4期 ７月13日（金）

日本脳炎 ７月20日（金）
BCG ７月27日（金）

予約が必要です。予約・お問い合わせは、医事課まで。

病院休診日のお知らせ

皮膚科からのお知らせ

16日（月）　海の日（祝日）・第３月曜日
※ 各診療科の休診日は、「診療科・診療日の案
内」の最右「備考・休診日」欄でご確認くだ
さい。

７月より、火曜日の診療を行います。
受付＝8：00～11：00、診療＝9：00～　　
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　魚沼基幹病院（仮称）建設工事に伴い、ご来院の皆さまには駐車場の変更等にご協力いただき、ありがとうご
ざいます。新たに使用できる駐車場と進行順路をご案内いたします。
＜順路案内＞
① 当院へは、南側の県道方面からお越しくださ
い。八色園脇の未整備道路は、通行しないよう
お願いします。

② ご利用をいただく駐車場は右図のとおりです。
なるべく第1駐車区域から順番にご利用いただ
き、満車等の場合は第2、第3駐車区域の順番で
お進みください。

　 なお、正面玄関に近い第3駐車区域は、一列が
「障がい者用区画」として整備されており、残
り一列は歩行の困難な方を優先にお願いいたし
ます。

③ 第1駐車区域への分岐点（院内保育園付近）をは
じめ、特に第2、第3駐車区域への分岐点（院外
薬局付近）は見通しが悪く危険ですので、どの
方向から交差点に入る場合でも必ず直前で一時
停止して確認後、徐行して通行してください。

駐車場のご利用案内

病院バス（市民バス）の車種が一部変更になります
　現在、病院バス（市民バス）は緑色のマイクロバスで運行しておりますが、土曜日の浦佐・五箇方面の一部の
バスを「薄茶色の10人乗りワゴン車タイプ」に変更します。停留所の変更はございませんので、お間違いのな
いようご乗車ください。
　＜対象となるバス＞
　　土曜日・浦佐五箇方面 薬局前発 9：30 10：05 10：35 11：10 13：20 14：00

病
院
バ
ス
（
市
民
バ
ス
）
で
「
駅
西
口
」
停
留
所
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

　

７
月
２
日（
月
）〜
６
日（
金
）の
間
、
工
事
の
た
め
停
留
所
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
で
バ
ス
が
停
車

し
ま
す
。
バ
ス
停
の
位
置
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
乗
車
位
置
が
変
わ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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診療科平成24年７月

内　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一般外来 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8：00～
　11：00

9：00～内分泌糖尿病 ○ ○
（休診有） ○ ○ ○ ○ 休診＝17日（火）

循環器科 ○ 備考参照 ○ ○ － 14日・28日 火曜日＝予約制
腎臓科 － － － － 6日・20日 21日 10：15～
呼吸器科 － － － ○ － 14日・21日

28日 9：00～
神経内科 ○ ○ － ○ ○ － 初診は予約が必要

睡眠時無呼吸 － － － ○ － － 予約制
（3ページ上の記事参照） 13：30～

和漢診療科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8：00～11：00 9：00～

午　　後 ○ ○ ○ ○
（休診有） ○ － 13：00～14：30 13：30～ 休診＝5日（木）、12日（木）

精　神　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一般外来 － ○ － ○ ○ ○ 予約制

（3ページ上の記事参照）
9：00～

脳ドック科 9日・23日 － － － － － 10：00～

メモリークリニック ○ － ○ － ○ －
予約制

㊊㊌9：30～
㊎13：30～

高次脳機能障害科 9日・23日 － － － － － 13：30～

婦　人　科
月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

－ ○ ○ ○ ○ ○ 8：00～11：00 ㊋㊎㊏9：15～
㊌㊍10：30～ 予約優先

耳鼻咽喉科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
午　前 － － － － － ○ 8：00～11：00 9：00～
午　後 － ○ － ○ － － 13：00～15：00 14：00～

皮　膚　科 － ○ ○ － ○ －
8：00～11：00 9：00～

泌　尿　器　科 － － － ○ － －

眼　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一般受付 － － － － － ○ 8：00～11：00 9：00～ 予約優先

予約制 － ○ ○ ○ － － 予約制
（3ページ上の記事参照） 10：15～

小　児　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
一
般
外
来

午　前 ○ － ○ － ○ ○ 8：00～11：00 9：00～

午　後 － － － － ○ － 予約制
（3ページ上の記事参照） 14：00～

内分泌糖尿病 － － － 26日 － － 14：00～16：30

外　　　科
胃　腸　科
肛　門　科

月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日

○ ○ ○ ○ ○ ○ 8：00～11：00
9：00～
第1・3㊏
10：00～

ゆきぐに大和病院　代表
TEL 025-777-2111
FAX 025-777-3853

予約または予約変更について
受付日時：予約または予約変更をしたい診療科が診療している日の、
　　　　　月～金曜日の午後２時～４時（歯科は歯科の受付欄参照）
方　　法：電話にて受付けます。

歯　　　科 月 火 水 木 金 土 受　　　付 診　療 備考・休診日
歯科・小児歯科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予約制

電話予約可
8：30～12：30
13：30～17：15

9：00～矯正科 － － 4日・11日
18日・25日 － － －

歯科口腔外科 ○ ○ － ○ ○ ○ 〔 〕
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医
療
事
故
防
止
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

　

療
養
病
棟
は
、
主
に
リ
ハ
ビ
リ
を
目
的

に
し
た
方
や
、
自
宅
療
養
の
た
め
の
準
備

を
必
要
と
し
て
い
る
方
、
自
宅
で
の
療
養

が
難
し
い
た
め
施
設
の
入
所
を
待
っ
て
い

る
方
な
ど
が
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

病
気
の
治
療
を
終
え
て
、
病
状
が
安
定

し
て
い
る
方
が
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

病
気
を
抱
え
な
が
ら
加
齢
に
伴
う
体
の
機

能
の
衰
え
、
生
活
面
で
の
お
手
伝
い
が
必

要
な
高
齢
の
方
に
加
え
、
脳
梗
塞
後
遺

症
・
脳
出
血
後
遺
症
の
よ
う
に
体
に
障
が

い
が
残
り
、
痰
の
吸
引
や
管
に
よ
る
栄
養

注
入
を
行
っ
て
い
る
方
、
床
ず
れ
の
あ
る

方
、
認
知
症
の
症
状
が
現
れ
て
い
る
方
な

ど
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ま
は
増
え

て
お
り
、
介
護
の
面
で
お
困
り
の
ご
家
族

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
患
者
さ
ま
と
ご
家
族
の
た
め
に
、
医
師

や
看
護
師
、
看
護
助
手
、
医
療
相
談
員
、

リ
ハ
ビ
リ
担
当
者
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
な

ど
多
職
種
が
協
力
し
て
、
入
院
中
の
生
活

の
み
な
ら
ず
、
退
院
後
の
生
活
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

く
ら
し
を
望
ま
れ
て
い
る
の
か
、
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
ご

希
望
を
取
り
入
れ
た
医
療
と
介
護
の
提
供

を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
お
名
前
を
お
伺
い
し
ま
す
」
―
。

　

病
院
に
来
ら
れ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
何
度
も

名
前
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
患
者
さ
ま
を
間
違
え
な
い
た
め
の
事

故
防
止
対
策
の
一
つ
で
あ
り
、
事
故
防
止
の
基

本
な
の
で
す
。

　

病
院
の
業
務
に
は
、
た
く
さ
ん
の
医
療
従
事

者
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
医
師
・
看
護
師
・
レ

ン
ト
ゲ
ン
技
師
・
検
査
技
師
・
事
務
職
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
そ
こ
で
万
一
患
者
さ
ま
を
間
違

え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
治
療
や
薬
等
の
違
い
か

ら
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

病
院
で
は
、
こ
う
し
た
医
療
事
故
（
医
療
行

為
に
よ
っ
て
患
者
さ
ま
に
傷
害
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
）
を
防
止
す
る
た
め
、
病
院
全
体
で

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、少
し
紹
介
し
ま
す
。

　

各
部
署
に
安
全
推
進
者
（
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
の
役
割
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
を
配
属
し
、

部
署
の
安
全
管
理
に
関
す
る
指
導
や
日
常
医
療

現
場
で
「
ヒ
ヤ
リ
」
と

し
た
、「
ハ
ッ
ト
」
し

た
事
象
を
、「
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
事
例
」
と
し
て

収
集
し
、
医
療
事
故
対

策
委
員
会
に
報
告
し
て

い
ま
す
。
報
告
さ
れ
た

事
例
の
中
か
ら
重
要
な

　

当
病
棟
で
は
、
療
養
生
活
の
中
で
も
患

者
さ
ま
に
楽
し
い
時
間
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
茶
話
会
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
、
季
節
の
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
も
ご

活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
雰
囲
気
で
患
者
さ
ま
と
お
話
し
し
た

り
、
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ま
に
は
落
ち
着
い
た
様
子
が
見
ら

れ
、
穏
や
か
に
過
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
す
る

中
で
、
病
院
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、

よ
り
よ
い
市
立
病
院
づ
く
り
の
た
め
、
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
輪
が
広
が
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

療
養
病

棟
で
過
ご

す
時
間

は
、
利
用

さ
れ
て
い

る
方
々
の

長
い
人
生
の
一
部
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ま
が
穏
や
か
な
表
情
で
過
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
安
全
で
安
心
で
き
る
療

養
環
境
を
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

も
の
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
部
署
内
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
け
で
な
く
、
他
部
署
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
協
力
を
し
、
報
告
さ
れ
た

事
例
の
検
討
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
事
例
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
病
院
全
体
の
安
全
管
理
手

順
作
成
に
役
立
て
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
周
知
や
研

修
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
平
成
23
年
10
月
に
医
療
安
全
管

理
室
を
設
立
し
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を

守
れ
る
よ
う
、
医
療
安
全
管
理
室
を
中
心
に
病

院
全
体
で
、
医
療
事
故
防
止
（
医
療
安
全
）
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
安
全
は
医
療
従
事
者
だ
け
で
は
気
付
か

な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
医
療
に
関
す
る
意

見
や
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ

で
も
地

域
医
療

連
携
室

ま
た
は

医
療
安

全
管
理

推
進
者

ま
で
声

を
お
か

け
く
だ

さ
い
。

私
た
ち
の
地
域
医
療

私
た
ち
の
地
域
医
療

私
た
ち
の
地
域
医
療

シ
リ
ー
ズ

療
養
病
棟
・
６
病
棟　

看
護
師
長　

井　

口　

美　

保　

医
療
事
故
対
策
委
員
会
・
医
療
安
全
管
理
推
進
者　

山　

田　

博　

美　

「名前確認」呼びかけの掲示

医療機器の確認作業


